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備考
水域種類規模

(予定)
仮称

止水流水

・区域外のビオトープ

・ＮＰＯ活動実績あり

・本事業の関連で改修中

●●約0.2ha
①サンぴょん

ビオトープ

－●約0.2ha
②郷田

ビオトープ

－●約0.2ha
③角力沢

ビオトープ

最も規模が大きい

ビオトープ
●●約0.8ha

④花ノ沢

ビオトープ

■整備方針

・樹林と水辺の連続性が確保されるよう整備。

・区域内の動植物が利用できるよう複数個所に整備。

・計画策定実績のある技術者が整備内容を検討

（サンデンフォレストの環境保全措置計画経験者が担当）。

■ビオトープを4か所整備予定。

▼ ビオトープの例

水辺の様子

林内整備の様子

①②
③

④
▲ ビオトープの整備予定範囲
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・湿地が主となるビオトープ。
・開放水域や流水環境は僅か。

■サンぴょんビオトープ 区域外既設ビオトープ（改修予定イメージ）

▲現在の様子

▼改修・整備後

水辺・樹林内の移動
（樹林内サンショウウオ類成体生息環境）

水辺の整備により動物を誘引
（水飲み場・餌場・繁殖地として利用）

止水環境の創出
（サンショウウオ類の産卵環境）

蛇行する流路
（ホトケドジョウなど魚類の生息環境）

・湿地、低木林が分布。
・落葉樹が増加。
・水路、ワンド等の多様な水域。

水辺・樹林内の移動
（樹林内サンショウウオ類成体生息環境）


